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齋藤町長より成人証書を受ける橋本崚平さん

佐藤雅司先生(一中)

星　靖先生(一中)

平野純一先生(二中)

小林裕佳先生(二中)

武藤由美先生(二中)

　８月１５日　中央公民館において新成人の新た

な門出を盛会に祝いました。

　新成人は２２３名、式典には１６９名（男性

９１名、女性７８名）が出席しました。

　地元新成人による実行委員会を組織し、式典の

企画・運営を行い、スライドショーや恩師の先生

方とキャノン砲で祝福しました。

　中高生ボランティアのみなさんに、協力をして

いただきました。

中学校時代の
恩　師

中学校時代の
恩　師
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誓いの言葉を述べる佐藤正規さん・小池菜月さん

後列左から○伊藤里紗さん○小池菜月さん○本田理沙さん

　　　　　○五十嵐優菜さん○鈴木愛菜さん○高畑舞さん

前列左から○佐藤純さん○江花北斗さん○藤野大さん

　　　　　○橋本崚平さん○渡部将史さん○佐藤裕太さん

　　　　　○佐藤正規さん

新成人の皆さんに
� アンケートを行いました。
回答者数100名（男性50　女性50名）　回答率　59.2％

一番多かった結果は、

○ 成人式に出席してどうでしたか？・・・・・・・・同級生と再会できて楽しかった（61％）

○ 成人式はいつ開催したほうが良いですか？・・・・お盆（8月15日）（71％）

○ どのような成人式典ならいいと思いますか？・・・今日の様な式典が良い（70％）

○ 新成人の声　「最高でした！」「とてもよかったです！」「感動でいっぱいです！」

	 「感慨深かった！」「久しぶりに友達に会えてよかった！」

	 「大人になれた！」

★ 新成人の皆さん！アンケートへのご協力ありがとうございました！
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て
み
る
と
、
ア
ル
バ
イ
ト
と
は

違
っ
て
、
見
る
も
の
聞
く
も
の

全
て
が
初
め
て
の
事
で
、
戸
惑

い
の
連
続
で
す
。
不
安
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
職
場
の
先

輩
の
指
導
を
受
け
、
持
ち
前
の

明
る
さ
と
笑
顔
で
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
毎
日
が
常
に
緊
張
の
連

続
で
、
疲
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
家
に
帰
り
、
家
族
の
顔

を
見
る
と
ホ
ッ
と
安
心
で
き
、

次
の
日
か
ら
ま
た
頑
張
ろ
う
と

い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
地
元
で
あ
る
の
で
顔
見
知

り
も
多
く
、「
頑
張
っ
て
」
と

声
を
掛
け
て
く
だ
さ
る
の
で
、

自
分
の
元
気
の
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
私
は
今
春
、
大
学
を
卒
業
し

て
地
元
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

高
校
生
の
頃
は
、
東
京
で
の
生

活
に
憧
れ
を
抱
い
て
い
ま
し
た

が
、
四
年
間
を
東
京
で
過
ご
し

て
み
て
、
や
は
り
地
元
に
戻
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
て
福

島
の
復
興
の
た
め
に
尽
力
し
た

い
と
強
く
思
っ
た
か
ら
で
す
。

ま
た
、
親
元
を
離
れ
て
の
生
活

で
、
改
め
て
親
の
有
難
み
を
実

感
し
、
今
後
は
親
の
近
く
に
い

て
親
孝
行
を
し
た
い
と
の
思
い

に
か
ら
れ
、
地
元
へ
の
就
職
を

決
意
し
、
現
在
の
職
場
で
働
い

て
い
ま
す
。

　
社
会
人
と
な
っ
て
働
き
出
し

大
き
く
期
待
！
未
来
を
担
う
新
社
会
人
!!

新
就
職
者
激
励
会
を
開
催
し
ま
し
た

津
坂
下
町
雇
用
促
進
協
議
会
主
催

に
よ
る
「
新
就
職
者
激
励
会
」
が

７
月
18
日
、
会
津
坂
下
町
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
51
名
が
町
内
の
工
場
・
団

体
・
販
売
店
・
医
療
機
関
等
に
採
用
に

な
り
、
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

激
励
会
で
は
、「
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
表
彰
が
あ
り
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
菊
地
美
慧
さ
ん
（
株
式
会
社 

東
邦

銀
行　

坂
下
支
店
）
が
作
品
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

最
後
に
新
就
職
者
を
代
表
し
て
伊
藤

望
さ
ん
（
株
式
会
社　

太
郎
庵
）
が
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

激
励
会
終
了
後
、
株
式
会
社
ミ
ン
ナ

ノ
チ
カ
ラ
取
締
役
会
長　

佐
藤
政
幸
さ

ん
に
よ
る
「
企
業
で
働
く
た
め
に
必
要

な
仕
事
の
基
本
」
と
題
し
て
講
演
が
あ

り
、
新
就
職
者
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
当
町
出
身
の
人
気
漫
画
家

「
髙
橋
ヒ
ロ
シ
」
氏
か
ら
、
新
就
職
者

の
質
問
に
答
え
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
激
励

の
イ
ラ
ス
ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

会

最
優
秀
賞
受
賞
作
品

�

「
地
元
企
業
に
就
職
し
て
」

�

～
地
元
へ
の
恩
返
し
～　

�

菊
地  

美
慧
　

�

株
式
会
社　

東
邦
銀
行　

坂
下
支
店



5

　
今
は
、
覚
え
る
こ
と
が
多
く
、

あ
っ
と
い
う
間
に
一
日
が
過
ぎ

て
い
ま
す
。
早
く
仕
事
を
覚
え
、

職
場
で
「
な
く
て
は
な
ら
な
い

人
」「
こ
の
人
に
聞
く
と
何
で

も
分
か
る
」
そ
ん
な
存
在
に
な

れ
る
よ
う
、
色
々
な
経
験
を
積

み
、
早
く
一
人
前
の
社
会
人
と

し
て
、
職
場
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
私

は
、
銀
行
と
い
う
公
共
性
の
高

い
職
場
で
仕
事
に
従
事
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
の
身
近
な
存
在

で
あ
り
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い

お
金
を
通
じ
て
、
夢
や
安
心
し

た
生
活
の
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
ま
だ
微
力
な
が
ら
も
、

自
分
に
で
き
る
仕
事
を
通
じ
、

地
域
へ
の
貢
献
へ
繋
が
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
私
は
、
社
会
人
と

し
て
自
身
を
成
長
さ
せ
な
が
ら
、

生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
地
へ
恩
返

し
を
す
る
気
持
ち
で
、
日
々
精

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
最
優
秀
賞

　

「
地
元
企
業
に
就
職
し
て
」

　
　

～
地
元
へ
の
恩
返
し
～

　
　
　

菊
地　

美
慧

�

（
株
式
会
社 

東
邦
銀
行 

坂
下
支
店
）

▼
優
秀
賞

　

「
社
会
人
と
な
っ
て
」

　
　
　

伊
藤　

望

�

（
株
式
会
社　

太
郎
庵
）

▼
入
選

　

「
社
会
人
と
な
っ
て
」

　
　

山
田　

有
紗

�

（
株
式
会
社　

太
郎
庵
）

　

「
新
社
会
人
と
し
て
」

　
　

石
﨑　

花
菜

�

（
会
津
み
ど
り
農
業
協
同
組
合
）

　

「
社
会
人
と
な
っ
て
」

　
　

～
自
分
に
で
き
る
事
～

　
　

大
竹　

和
江

�

（
坂
下
厚
生
総
合
病
院
）

　

「
社
会
人
と
な
っ
て
」

　
　

三
瓶　

奈
緒

�

（
坂
下
電
子
光
学　

株
式
会
社
）

平
成
25
年
度
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
（
敬
称
略
）

髙橋ヒロシ氏から新就職者へ

激励のイラスト

新就職者激励会開催
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市町村対抗福島県軟式野球大会

大会当日、選手を応援するため応援バスを運行します。

〇日 時 9月 15 日（日）午前 7 時 30 分 出発 〇集合場所 坂下南小学校北側 町営駐車場

〇大会会場 県営あづま球場（福島市） 〇定 員 25名（先着順）

〇締 切 日 9月 13 日（金）まで

※なお、天候等により変更になる場合があります。

その後の応援バスについては、事務局までお問い合わせください。

〇申し込み・問い合わせ先 ＮＰＯ法人スポーツクラブバンビィ（町民体育館内）℡83-2301

平成２５年９月８日（日）開幕

『うつくしま復興 確かな歩み！』をスローガンにふるさとの思いと復興への願いを込めて『第

７回市町村対抗福島県軟式野球大会』が県営あづま球場（福島市）で 9月 8 日から開催されます。

福島県内各市町村の交流と地域活性、東日本大震災からの復興を強く後押しし、次の世代に繋げ

ていけるような大会を目的に県内全ての５９市町村が参加して熱戦が繰り広げられます。

毎年、『あとひとつ』というところで勝利を逃している会津坂下町チームですが、『あづま球場で

町民歌を歌おう』を合言葉に、３年目を迎える樋剛監督の指揮のもと、日々練習を積み重ねており

ますので、町民の皆さまの熱い応援をよろしくお願いいたします。

大会日程決定

◆１回戦 9 月１５日（日）第２試合 午前９時４５分 対戦相手：矢吹町（前年度２勝）

◆２回戦 9 月２２日（日）第６試合 午後４時４５分 対戦相手：本宮市（前年度第３位）

※天候等により変更になる場合があります。

過去の成績

◆第４回大会 会津坂下町 ０ ＶＳ ２ 喜多方市 ○（１回戦敗退）

◆第５回大会 ８ ＶＳ ９ 棚 倉 町 ○（１回戦敗退）

◆第６回大会 ０ ＶＳ １ 桑 折 町 ○（１回戦敗退）
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市町村対抗福島県軟式野球大会

　今年で会津坂下町チームの監督を引き受け、３年目になりました。

　第５回大会、第６回大会と１点差で惜敗しております。今年こそは５年ぶ

りの初戦突破を目指し選手選考をして臨みます。

　今年のチームは昨年以上に若手が加わり、ベテランはもちろん選手全員が

『１回戦突破』を目指し７月より練習を開始しました。打線の強化、投内連係、

ミスのない守備を目標に掲げ順調に調整しております。練習試合では日々の

練習の成果も確認、実施する事ができ、調子が上がっており、手応えを感じ

ております。

　対戦相手も決まり、ますますチーム一丸となって勝利に向け気合いが入っ

ています。対戦相手は強豪矢吹町ですが、初戦突破し勝利の美酒を味わいた

いと思います。

　最後に、代表選手へ町民の皆様の熱いご声援をよろしくお願いいたします。

大堀 貴久
（上町）

佐藤 翔平
（古坂下）

渡辺 峻司
（舟渡）

松澤　 慧
（宇内）

唐司 貴弘
（五香）

渡部 由政
（新栄町）

長谷川 敦
（上金沢）

唐司 誠弘
（五香）

外　　　　野　　　　手内　　　　野　　　　手

佐藤 佳樹
（矢ノ目）

小畑 大地
（新栄町）

桑原 和之
（杉）

角山 文昭
（諏訪町）

高波 広幸
（中村）

荒井 康之
（古坂下）

佐藤 雅彦
（大沢）

生江 高志
（ふるさと選手）

内　　　　　　野　　　　　　手捕　　　　手

伊藤 康弘
（ふるさと選手）

成田 庄栄
（羽林）

薄　 文克
（上金沢）

江川 秀幸
（水島）

古川 圭助
（宇内）

山口 　賢
（塔寺）

齋藤 裕二
（金上）

宮田 武幸
（勝方）

捕　　　　手投　　　　　　　　手

宮田 稔美
（勝方）

小川 　款
（新町）

寺崎 光広
（金上）

江川 弘樹
（水島）

山口 　智
（塔寺）

主　将コーチ コーチ マネージャー スコアラー

会津坂下町チーム選手紹介会津坂下町チーム選手紹介会津坂下町チーム選手紹介会津坂下町チーム選手紹介

樋 剛 監督

（上開津）


